
ＮＰＯ釜ヶ崎現場通信・２０１７年１２月１１日・第１９９号 

野宿しなくてもよい社会 

仕事と生活の保障制度を！ 

講演会『東西えっとう往来』 
～新宿連絡会代表笠井和明さんをむかえて～ 

 新宿ダンボール村での活動からずっと、常に路上の視点を忘れず、地道に野宿労働者の運動

を率いてきた「新宿野宿労働者の生活・就労保障を求める連絡会議（新宿連絡会）」は、関東

で就労対策の拡充をめざす堅忍不抜の運動体です。今年ホームレス自立支援法延長を求める国

会行動に釜ヶ崎の仲間とともに協働で参加しました。第４８回越冬闘争を迎えるにあたり、代

表の笠井和明さんをお迎えします。講演会では、新宿と釜ヶ崎の今を行き来することで、失業・

野宿問題の現在をとらえ、仕事と生活の保障実現に向け、社会へどのような働きかけをしてい

くべきか、話し合い、考える機会を作ります。ふるってご参加ください！ 

←新宿、関ビル前、越冬期間中の餅つき 

 

伝説の路上文芸誌『露宿』編者としても知られる新

宿連絡会の笠井和明さん、時代に流されない明晰な

発言と秘めた情熱が滲み出る人柄に期待です！↓ 

 

 

日時：１２月１６日（土） 

     １３時～１６時 

場所：禁酒の館２階 
   主催：釜ヶ崎支援機構 

   協力：第４８回越冬闘争実行委員会 釜ヶ崎日雇労働組合 

              釜ヶ崎就労・生活保障制度実現をめざす連絡会（反失連） 
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